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ポ トー シス小体と思われる小粒子が増加した｡細胞外空間での小粒子の増加により､アポ トー シ
スが誘導された細胞のバイオフアントム内での密度は､無処理細胞のバイオフアントムの1/2程
度に低下した｡アポ トー シス誘導時のADC値は､同じ密度の無処理細胞のバイオフアントムの
ADC値と比較して､細胞外空間-の小粒子の混入により低下した｡今回の結果は､アポ トー シ
ス時に発現する小粒子がADC値を低下させる際に､細胞外空間の役割が重要であることを示し
ている｡
細胞､細胞外空間､アポ トー シス､ネクローシスなどさまざまな要因がADC値に影響を与え
ると報告がなされているが､すべて生体内での検討であり､そこには細胞外空間､毛細血管の血
流､細胞外の還流､体動などさまざまな要因が複雑に影響しあった結果をみているにすぎなかっ
た｡本研究では､細胞とゲルによって均一な細胞外空間が形成されたバイオフアントムを用いて､
ADC値に対する影響を､細胞と細胞外空間の関係に焦点を当てて検討した｡細胞を用いてADC
値を計測した報告としては､単一細胞をマイクロスコピーで観察した報告､またはholow丘ber
を用いて観察した報告があるが､細胞を用いて､密度変化とADC値の関係を調べた報告はないO
これは､我々が開発したようなゲルを用いない限り､細胞を空間に均一に配置させることが不可
能だからである｡ゲルを用いることで細胞密度を自由に変化させて､細胞外空間と細胞内空間の
比率を任意に変えることができ､両者のADC値に対する影響をあきらかにすることができると
考えた｡
生体内の組織のADC値に影響を与える要因としては､細胞の内容､膜構造､細胞外空間のほ
かに､細胞の支持組織や血管の中の血流が大きな要因となる｡今回の研究では､細胞の内容､膜
構造､細胞外空間のみを検討したO今後影響を与える他の様々な因子を別々に解析したうえで､
複合的に解釈することが必要である｡
ADC値の変化の要因は未だ明らかにはなっていない｡今回の実験は､細胞外空間がADC値に及
ぼす具体的な影響の程度､またネクローシス時に細胞膜が破綻することによりADC値が増加する
こと及び､アポ トー シスを起こすと細胞小粒子が増加し､ADC値に影響を及ぼすことを明らかに
した初めての報告である｡
